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育苗計画 
 ～５月１５日を中心とした田植えにあわせた育苗計画で、老化苗をつくらない！～ 

【育苗～田植えの作業別時期の目安】 
 

 

 
 

 

※薬剤の効果を高めるため、浸種は次のことに注意しましょう。 

・浸種時の水温は１０～１５℃を保ちましょう。（特に浸種初日は、１２℃

以上を確保してください） 

・浸種始めは２～３日程度水を交換しないでください。その後の水の交換  

は２日に１回とし、流水中での浸種や頻繁な水の交換は、薬剤の効果を

低下させるので注意しましょう。 

・浸種期間は、７〜１０日程度が目安です。 

   ・水槽は水温の温度変化が大きくならないよう、直射日光が当たる場所に

置くのは避けましょう。 

 
   ・育苗器を使用する場合は、３０℃を厳守する。（風呂湯を使用する場合は、

最初の温度は３７℃に調整します）。 

・芽の長さは、ハトムネ～２ｍｍ程度が目安です（伸び過ぎないよう注意！）。 

  

・１箱当たりの播種量は、乾籾で１２０ｇ（催芽籾で１５０ｇ）程度です。 

 

・育苗器の温度は、３０℃を厳守する。 

３０℃を超えると、カビや苗立枯病が発生する原因となります。 

・育苗器のサーモの作動状況を事前に確認しましょう。 

 

ハウスの温度管理 
●緑化期（搬出後２～３日） 

 

 

 

・ハウス搬出直後は、土が落ちつくまで水をしっかりかけましょう。 

・被覆資材は、搬出２日を目安に緑化後は速やかに外しましょう。 

浸種開始 催 芽 播 種 ハウス搬出 田 植 育苗日数 

４月８日 ４月１６日 ４月１８日 ４月２１日 ５月１０日 ２２日 

４月１６日 ４月２３日 ４月２５日 ４月２８日 ５月１５日 ２０日 

４月２４日 ４月３０日 ５月２日 ５月 ５日 ５月２０日 １８日 

育苗管理特報 入善産米品質向上対策本部 

黒東地域農業技術者協議会  

※ハウス内の温度は２５℃を超えないよう、搬出直後から換気しましょう。 

ただし、夜温が１０℃以下になると予想されるときは、ハウスを早めに閉める。 
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